
ゞてみよう:r しロタコの発掘調査 ］

終戦後六十年余を経て、戦争の記億は「ひと」から 「もの」へと移行しつつある。
戦争を体験した世代が少なくなり、体験者から直接話を聞くことができにくくなってきている現在、
戦争遺跡の調代を行ない、そこに残った戦争遺跡という「もの」を客観的に記録し、また遺跡それ自体
を次代に残していく意義は年々増加している。

L●滑走路 l ●2号紺蘊 I 
聰迂 も、繭源l暉欧地上の所々

に60数年前動員された人々が造成

した滑走路の盛土がそのまま残さ

れている。平成17年度に実施した

発掘調査の結果、当時の人々が滑

走路両側の土を掘って滑走路に積

み上げた様子がわかったほか、土

が沈まないように締め固めたよう

な跡も見つかり、当時の人々が行

った作業工程を垣問見ることがで

きた。

戦争遺跡 （せんそういせき）

戦争のために造られた施設や、戦争で被害を受けた建物などで、

現在も残っているもの。 かつての戦争の時代を物語る遺物であり、

後世に伝えることで歴史の生きた教材になりうる。近年では保存

措置が講じられたり、文化財として指定される事例も出ている。
(Wikipediaから抜粋）

立川航空廠 （たちかわこう＜うしょう）
東京の立川飛行場を中心に数多く配された軍直営の室用機生産

施設、試作研究、生産技術の研究等を担った施設群のひとつで、

主に航空に関する機材、燃料等の購買、貯蔵、保存及び補給並び

に航空に関する機材の廃品処分及び修理を行ったとされる。

掩体壕 （えんたいごう）

敵の爆撃などから、 飛行
機を隠し、 格納する施設。

地域では一般に掩体攘と呼

ばれているが厳密には飛行

機用「掩体」が正しい。

松根油 （しょうこんゆ）

マツの伐根（切り株）

から得られる油状の液体。

戦時中石油が枯渇する中、

日本では航空ガソリンの原料として使うことが試みられた。

報国農場 （ほうこくのうじょう）

食糧増産のため、小学生などを動員して耕作廃止畑、伐文跡地、

河川敷、 工場建業予定地の空閑地などを開墾して米、 麦、大豆、

ジャガイモ、サツマイモなどを栽培した学校直営の腰場。南アル
プス市の北半分では、 芦安• 源• 飯野・百田・八田• 西野の各国

民学校により昭和19年の春ころから、御勅使）II河川敷が開墾され、

イモなどがつくられた。

平成20年度浬蔵文化財保存活用整備補助事業

、南アルプス市教育委員会 文化財課

・ ・ff055-282-7269 
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平成18年度に発掘調査が行なわれた。調査の結果、形や大きさは3
号掩体壕とほぽ同じであったが、用いられたコンクリートの質が極めて

悪く、中には拳大の石が混ぜられていた場所もあらた。

同嗜可刃鳩n●ロタコを伝えるさまざまな資料たち

地域にはロタコを伝えるさ

まざまな資料が残っている。

このジ ョレンやツルハシ、食

器などは、ロタコ工事に従事

した朝鮮半島出身の軍属、労

働者が、終戦後帰国するのに

旅費がなくて困り、路銀の足

しにと地域の農家に引取りを
でづら

依頼したもの。出面表は当時

動員された地域住民の出勤簿。

また、山梨県庁には、いまも

ロタコに関する図面などが残

iされている。

0タコ工事協力隊
緊急動員出面表
（横小路哨氏提供）

I ●3号蜘涵~ I 

平成17年度に発掘調査が行われ、4奄体壕の形や大きさ、基礎の

作られ方などが記録された。また、掩体壕が半地下式の構造で、 底

面にはコンク リー

ドの床（スラブ）
が打たれているこ

とが明らかになっ

た。

/ 

実際のDタコエ享に使用
した道具 （ツルハシ）

Dタコの施設配宮を描いた図面
（山梨県蔵）
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横穴壕群の位宮と規模を
示した図面（山梨県蔵） ヽ
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●口タコについて

今から60年あまり前のアジア太平洋戦争末期、188本陸軍によって御勅使

川扇状地の上（現在の飯野・源地区）にひとつの飛行場がつくられました。

飛行場の名称は「伽筋他洞旗飛村場」といいましたが当時から、もっぱら「ロ

タコ」という暗号名で呼ばれてきました。

この飛行場は、東京の立川にあった航壺篇を疎開させ、敵から隠すための

秘密飛行場として計画されたといわれ、大型機が離着陸可能な長さ1,500m、

幅100mの滑走路を中心としてさまざまな施設がつくられ、御勅使川扇状地

の西側に沿ってそぴえる山の斜面には、物資の保管や飛行機の工場にするた

めに数多くの横穴壕が掘られました。

ロタコの遺構は、広大な扇状地上の

約800ヘクタールもの範囲に点在し、

現在でもその痕跡をいたるとこ ろに

みつけることができます。

滑走路南端にあり、御勅使川扇状地上
の数少ないランドマークとして、建設
工事に動員された地域住民や学生の集
合場所のひとつとなっていた。

胃翡t-

ロタコ工事の際に作られた飛行機の誘
導路のひとつ。戦後も「便利なので」
そのまま農道として使われている。

霞Ii-

徳島堰を作った徳島兵左衛門ゆかりの
お寺。兵左衛門のお茎もある。当時こ
のお堂にも朝鮮人労働者が寝泊りして
いた。

ここに掲載した見学ポイン
トの多くは私有地です。土
地への立ち入りについては、
あらかじめ了解を得るなど
充分注意してください。

. ,  麟i__  

●コースあんない 三宮神社～横穴壕～三宮神社まで距離9.4km/時間約3時間

冬に吹き下ろす「八ヶ

岳直（やつがたけおろ

し）を考え、八ヶ岳に

むかって設計された幅

100m、長さ 1500m
の滑走路。中央に設け

られた誘導路は、今で

も農道として利用され

ている。

閏詞謬 ＇鱈ー

Bat一 r1」111

現在も山の斜面のところどころが陥

没している。
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iロタコとは、第2立川箭空諏i
iを示す旧日瓜軍の瞳号名で、 i 
i口はイロI¥の口、つまり第2 j
iを衰し、夕は立Ill、コは罰空 i
t諏を表すといわれています。
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陥没跡の反対側

には横穴壕を掘

る際に、掘り出

された土の形が

そのまま残って

いる。
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---ロタコの施設 （誘導路） 御勅使川扇状地

〈カッコ書き〉 現在その痕跡がまった＜ 大和川等複合扇状地

見られないもの Eー1日河道敷
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水宮神社の社籟

打野

"閃『覆憎罰~1
江戸の商人徳島兵左衛門が

考案し工事に取りかかり、

後に有野の矢崎又右衛門が

寛文10年 (l670)に完成

させた用水路。御勅使川扇

状地上の旱魃地帯を潤した。

終戦間際には、この徳島堰の

堤防に沿って、 1-3号掩体

壕などとは異なるこのよう

な形の掩体壕が並んでいた。

横穴壕の近くにある福王寺の過

去帳には、ロタコ工事で無くな

った朝鮮半島

出身者の名前

ものこってい

るという。麟
ここで、ロタ

コ工事で使わ

れる木材を一

手に製材して

いた。現在は

工場となりそ

の面影はない。
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冒宵胃．

闘湘翡望胃潤

このあたりに航空本部が置かれ

た。 現在その面影は殆どないが、

本部敷地内にあった温室が兵舎

に転用され、戦後温室にもどさ

れて、現在まで残っている。

飯野小学校が接収され

たため、 子どもたちは、

机にするミカンバコを

持ち寄 って、このお寺

で勉強したこともあっ

たという。本尊の阿弥

塁::飼喜認

i1品~ -~、

―魯冒
畑の中に残る掩体壕の跡。

2号掩体壕は平成 18年に

発掘調査が行なわれた。

罰疇慰憬■

~ .... --
平成17年にはじめて発

掘調査がおこなわれた。

南半分は地域の人々が常楽

寺にむかう 「オテラミチ」

を拡幅。北半分は、ロタコ

工事に際して新設された。

新設部分は戦後畑にもどさ

れた。

冒郡憫窮□..  

校舎が陸軍に接収された

ほか、高等科の子どもた

ちは、男子は木工所、 女

子は製糸場に勤労動員さ

れた。校内には、学徒動

員の記念碑がある。


